
（表紙写真の説明は裏表紙をご覧ください）

大河ドラマ「どうする家康」につなぐ
一歩先を見据えた魅力あるまちづくりに取り組む
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代
表
質
問

代
表
質
問

自
民
清
風
会

・
令
和
４
年
度
当
初
予
算
編
成

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

・
第
７
次
総
合
計
画

・
暮
ら
し
を
支
え
る
都
市
づ
く
り

き
ょ
う
じ
ん

・
暮
ら
し
を
守
る
強
靱
な
都
市
づ
く
り

・
持
続
可
能
な
循
環
型
の
都
市
づ
く
り

・
多
様
な
主
体
が
協
働
・
活
躍
で
き

る
社
会
づ
く
り

・
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
活
躍

で
き
る
社
会
づ
く
り

・
女
性
や
子
ど
も
が
い
き
い
き
と
輝

け
る
社
会
づ
く
り

・
誰
も
が
学
び
活
躍
で
き
る
社
会
づ

く
り

・
商
業
と
観
光
が
成
長
産
業
と
な
る

地
域
経
済
づ
く
り

・
も
の
づ
く
り
が
柱
で
あ
り
つ
づ
け

る
地
域
経
済
づ
く
り

・
ス
マ
ー
ト
で
ス
リ
ム
な
行
政
運
営

の
確
立

民
政
ク
ラ
ブ

・
市
長
の
政
治
姿
勢

・
令
和
４
年
度
当
初
予
算

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

・
第
７
次
総
合
計
画

・
暮
ら
し
を
支
え
る
都
市
づ
く
り

き
ょ
う
じ
ん

・
暮
ら
し
を
守
る
強
靱
な
都
市
づ
く
り

・
持
続
可
能
な
循
環
型
の
都
市
づ
く
り

・
多
様
な
主
体
が
協
働
・
活
躍
で
き

る
社
会
づ
く
り

・
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
活
躍

で
き
る
社
会
づ
く
り

・
女
性
や
子
ど
も
が
い
き
い
き
と
輝

け
る
社
会
づ
く
り

・
誰
も
が
学
び
活
躍
で
き
る
社
会
づ

く
り

・
商
業
と
観
光
が
成
長
産
業
と
な
る

地
域
経
済
づ
く
り

・
も
の
づ
く
り
が
柱
で
あ
り
つ
づ
け

る
地
域
経
済
づ
く
り

・
ス
マ
ー
ト
で
ス
リ
ム
な
行
政
運
営

の
確
立

チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

・
新
年
度
予
算
編
成

・
令
和
３
年
新
年
交
礼
会
に
お
け
る

市
長
挨
拶

・
令
和
４
年「
１０
の
寅
年
ビ
ジ
ョ
ン
」

公
明
党

・
令
和
４
年
度
当
初
予
算

・
第
７
次
総
合
計
画

代
表
質
問
と
は

・
会
派
を
代
表
し
て
行
う
質
問
の
こ
と

で
す
。

・
岡
崎
市
議
会
で
は
、
予
算
の
審
議
や

条
例
案
な
ど
が
多
い
３
月
定
例
会
で

代
表
質
問
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

３
月
定
例
会
で
は
、
市
政
の
課
題
や
重
要
事
項
な
ど
に
つ
い
て
会
派
の
代
表
者
に
よ
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
本
紙
で
は
、
太
字
の
質
問
項
目
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
よ
り
詳
し
い
内
容
や
他
の
項
目
に
つ
い

て
は
、
市
議
会
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
る
議
事
録
及
び
議
会
映
像
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

代
表
質
問
の
掲
載
原
稿
は
、
議
事
録
に
基
づ
き
質
問
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。
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自
民
清
風
会

加
藤
義
幸

中
山
間
地

問

地
域
住
民
に
よ
る
地
域
ビ
ジ
ョ

ン
づ
く
り
及
び
移
住
・
定
住
の
促

進
に
対
す
る
取
り
組
み
の
方
向
性
は
。

答

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
将
来
像
に
つ
い
て

話
し
合
う
場
を
つ
く
り
、
地
域
住
民
が

地
域
の
課
題
を
認
識
し
、
将
来
を
見
据

え
な
が
ら
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
で
き

る
こ
と
を
行
動
に
移
す
た
め
に
、
学
区

ご
と
の
地
区
別
計
画
の
作
成
を
推
奨
し

て
い
く
。
移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い

て
は
、
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
を
図

る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

わ
ん
パ
ー
ク
に
移
住
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
移
住
希
望
者
の
相
談
に
応
じ
る
体

制
を
構
築
し
、
更
に
移
住
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
配
置
し
て
地
域
と
相
談
窓
口
の
連

携
体
制
も
構
築
し
て
い
く
。
豊
か
な
自

然
環
境
を
生
か
し
た
魅
力
づ
く
り
を
展

開
し
て
い
く
中
で
、
特
に
子
育
て
世
代

の
移
住
・
定
住
の
促
進
に
注
力
し
た
い
。

東
岡
崎
駅
周
辺
のま

ち
づ
く
り

問

東
岡
崎
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
取
り
組
み
の
状
況
と
、

今
後
の
予
定
は
。

答

令
和
３
年
１２
月
１６
日
に
、
東
岡

崎
駅
北
口
中
央
街
区
に
関
係
す
る

有
志
の
発
意
に
よ
り
、
名
鉄
東
岡
崎
駅

北
口
中
央
街
区
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
勉
強
会
は
、
当
該

街
区
の
秩
序
あ
る
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
意
見
交
換
を
目
的
に
地
権
者

を
主
体
と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
、
運
営

は
岡
崎
信
用
金
庫
を
幹
事
と
し
て
開
催

さ
れ
た
。
本
市
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
参
加
し
、
東
岡
崎
駅
の
第
２
期
整
備

と
の
連
携
、
民
間
に
よ
る
多
様
な
都
市

機
能
の
集
積
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

良
質
で
利
便
性
が
高
い
東
岡
崎
駅
エ
リ

ア
の
魅
力
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
と
課
題
解
決
の
た
め
の
支
援
を
行
っ

て
い
く
。
こ
の
勉
強
会
は
今
後
も
定
期

的
に
開
催
さ
れ
、
本
市
と
し
て
は
地
権

者
と
地
区
の
将
来
像
を
共
有
し
、
ま
ち

づ
く
り
素
案
の
策
定
を
目
指
し
て
検
討

を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

市
独
自
の少

人
数
学
級
の
実
施

問

少
人
数
学
級
の
意
義
と
、
そ
の

実
施
に
よ
っ
て
不
足
す
る
教
員
の

確
保
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答

岡
崎
市
３０
人
学
級
実
施
検
討
会

議
で
検
討
を
重
ね
、
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
教
育
を
実
現
す
る
こ
と
な
ど

が
議
論
さ
れ
た
結
果
、
１
ク
ラ
ス
を
３２

人
と
す
る
案
に
意
見
が
ま
と
ま
っ
て
き

た
。
こ
の
案
で
は
、
４
人
で
チ
ー
ム
を

組
む
こ
と
で
、
不
安
や
迷
い
が
生
じ
た

と
き
に
仲
間
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
自

分
の
学
び
を
高
め
て
い
く
チ
ー
ム
学
習

な
ど
、
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
の
実

現
に
も
効
果
を
発
揮
す
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
３２
人
学
級
の
実
施
に
よ
る

学
級
数
の
増
加
に
対
応
す
る
教
員
は
、

市
が
独
自
に
採
用
す
る
制
度
を
新
た
に

創
設
し
て
確
保
す
る
。
３
年
間
の
任
期

付
き
で
の
任
用
を
考
え
て
い
る
が
、
確

保
が
困
難
な
場
合
は
、
教
員
免
許
状
を

有
し
市
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
者
を
、

本
人
の
希
望
に
よ
り
各
学
校
に
教
員
と

し
て
派
遣
で
き
る
よ
う
な
制
度
な
ど
、

様
々
な
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

東
部
地
域
拠
点
整
備

問

東
部
地
域
の
拠
点
形
成
に
向
け

た
今
後
の
予
定
と
、（
仮
称
）
本

宿
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
化

に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
及
び
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答

拠
点
形
成
に
つ
い
て
は
、
都
市

計
画
素
案
に
関
す
る
説
明
会
を
５

月
に
実
施
し
、
５
年
３
月
に
市
街
化
区

域
へ
の
編
入
と
土
地
区
画
整
理
事
業
の

都
市
計
画
決
定
を
目
指
し
て
い
る
。
ま

た
、
事
業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
な
事
業
計
画
の
検
討

を
進
め
る
た
め
に
事
業
化
検
討
パ
ー
ト

ナ
ー
の
公
募
を
行
い
、
４
年
２
月
末
に

選
定
委
員
会
で
審
査
が
行
わ
れ
、
優
先

交
渉
権
者
と
し
て
、
名
古
屋
鉄
道
・
名

鉄
不
動
産
・
Ｊ
Ｒ
西
日
本
プ
ロ
パ
テ
ィ

ー
ズ
・
矢
作
建
設
工
業
・
朝
日
工
業
共

同
事
業
体
が
選
定
さ
れ
た
。
今
後
は
、

本
市
と
発
起
人
会
、
優
先
交
渉
権
者
の

３
者
で
覚
書
を
締
結
し
、
具
体
的
な
土

地
利
用
計
画
や
設
計
、
関
係
機
関
協
議
、

事
業
計
画
案
の
作
成
な
ど
、
公
民
連
携

に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

代表質問
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民
政
ク
ラ
ブ

井
村
伸
幸

多
様
性
社
会
の
実
現

問

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入

に
伴
う
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

本
市
の
見
解
は
。

答

多
様
な
性
を
尊
重
し
、
誰
も
が

性
別
等
に
関
わ
り
な
く
協
働
し
、

活
躍
で
き
る
社
会
を
推
進
し
て
い
く
た

め
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
も
含
め
た
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ
い
て
、
令

和
４
年
４
月
か
ら
の
導
入
を
目
指
し
て

い
る
。
制
度
導
入
後
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
に
選
定
さ
れ
た
本
市
と
し
て
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
ま
ち
づ
く
り
の

観
点
か
ら
、
制
度
の
周
知
と
、
職
員
や

市
民
、
事
業
者
へ
の
啓
発
の
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
で
、
市
民
一
人
一
人
の

意
識
向
上
を
図
っ
て
い
く
。
周
知
や
啓

発
を
進
め
る
一
方
で
、
相
談
窓
口
も
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
年
度
よ
り
始

め
た
市
民
の
性
に
関
す
る
悩
み
や
課
題

に
応
じ
る
電
話
相
談
に
よ
り
、
引
き
続

き
ア
ド
バ
イ
ス
や
支
援
に
努
め
て
い
く
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

推
進
体
制

問

脱
炭
素
先
行
地
域
や
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け
た
本
市
の
取

り
組
み
内
容
は
。

答

４
年
度
は
、
公
共
施
設
に
お
け

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

可
能
性
調
査
と
導
入
目
標
の
策
定
を
予

定
し
て
い
る
。
こ
の
目
標
に
基
づ
き
、

公
共
施
設
が
余
剰
電
力
を
で
き
る
だ
け

多
く
生
み
出
し
、
発
電
機
能
を
担
う
こ

※

と
が
で
き
る
よ
う
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業
者
と

連
携
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

脱
炭
素
先
行
地
域
の
取
り
組
み
と
し
て
、

民
間
事
業
者
の
主
体
に
よ
る
公
用
車
の

Ｅ
Ｖ
化
と
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
公
共

施
設
へ
の
充
電
設
備
の
設
置
に
つ
い
て

検
討
し
て
お
り
、
複
数
の
事
業
者
と
協

議
を
重
ね
な
が
ら
、
実
現
の
可
能
性
に

つ
い
て
模
索
し
て
い
る
。
ま
た
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て
は
、

廃
棄
物
の
焼
却
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス

も
削
減
す
る
必
要
が
あ
る
。
廃
棄
物
の

発
生
抑
制
及
び
再
資
源
化
の
推
進
の
た

め
、
広
く
ご
み
減
量
や
正
し
い
分
別
を

呼
び
掛
け
て
い
く
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
対
応

問

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
今

後
の
支
援
体
制
の
見
解
は
。

答

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
は
、

貧
困
や
多
文
化
な
ど
、
子
ど
も
が

置
か
れ
て
い
る
環
境
が
複
雑
に
絡
み
合

っ
て
い
る
。
今
後
の
支
援
体
制
と
し
て

は
、
問
題
の
前
兆
を
見
逃
さ
な
い
未
然

防
止
、
早
期
発
見
の
体
制
を
学
校
内
に

構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
学
校
が
問
題
に
気
付
い

て
か
ら
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
を
派
遣
す
る
派
遣
型
で
は
な
く
、
各

中
学
校
区
に
原
則
１
人
配
置
す
る
拠
点

校
型
に
切
り
替
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
普
段
か
ら
学

校
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
と

の
接
点
が
増
え
る
と
と
も
に
、
教
員
と

迅
速
か
つ
適
切
な
情
報
交
換
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
問
題
を

抱
え
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
い
ち
早
く

気
付
き
、
必
要
に
応
じ
て
福
祉
部
局
等

に
つ
な
ぐ
な
ど
、
早
期
の
適
切
な
支
援

が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

企
業
誘
致

問

近
隣
市
町
に
負
け
な
い
本
市
独

自
の
支
援
策
は
。

答

も
の
づ
く
り
企
業
へ
の
支
援
策

と
し
て
、
工
場
等
建
設
奨
励
金
に

代
表
さ
れ
る
資
金
面
の
支
援
、
阿
知
和

地
区
工
業
団
地
や
産
業
立
地
誘
導
地
区

の
取
り
組
み
な
ど
の
用
地
の
支
援
の
他
、

企
業
と
一
緒
に
考
え
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

総
合
窓
口
と
し
て
３
年
度
よ
り
設
置
し

た
企
業
立
地
総
合
相
談
窓
口
に
よ
る
相

談
支
援
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
支
援
に
加

え
、
４
年
度
か
ら
は
地
元
の
も
の
づ
く

り
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
後
押
し

す
る
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

地
元
の
も
の
づ
く
り
企
業
が
、
大
手
企

業
や
大
学
が
進
め
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
参
画
し
た
り
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
連
携
を
進

め
た
り
す
る
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
今
後
も
岡
崎
商
工
会
議
所
や

協
定
を
締
結
し
て
い
る
地
元
金
融
機
関

な
ど
と
連
携
し
、
近
隣
市
町
の
先
を
行

く
質
の
高
い
支
援
策
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

代表質問

※ＰＰＡ事業者：施設所有者が提供する敷地や屋根などのスペースに太陽光発電設備の所有、管理を行う事業者
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チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎

杉
山
智
騎

八
丁
味
噌
Ｇ
Ｉ
問
題
の

進
捗
と
本
市
の
見
解

問

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
本
市
と

し
て
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

答

八
丁
味
噌
は
、
岡
崎
城
か
ら
西

へ
八
丁
離
れ
た
地
で
造
ら
れ
る
こ

と
が
そ
の
名
の
由
来
で
、
本
市
が
発
祥

の
地
で
あ
る
こ
と
は
、
国
も
認
め
る
疑

う
余
地
の
な
い
事
実
で
あ
る
。
生
産
地

と
し
て
の
合
意
形
成
が
さ
れ
た
と
い
え

な
い
状
態
の
ま
ま
、
他
の
組
合
に
よ
っ

※

て
八
丁
味
噌
が
Ｇ
Ｉ
の
登
録
を
さ
れ
た

こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。
Ｇ
Ｉ
問
題

で
八
丁
味
噌
の
名
称
が
使
え
な
く
な
る

と
い
う
疑
念
は
、
国
も
本
市
が
発
祥
の

地
と
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
あ
り

得
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
八
丁

味
噌
は
岡
崎
の
も
の
だ
と
い
う
市
民
の

気
持
ち
に
も
寄
り
添
い
つ
つ
、
今
も
伝

統
的
製
法
を
頑
な
に
守
り
続
け
、
文
化

財
的
に
も
価
値
が
あ
る
本
市
の
八
丁
味

噌
が
Ｇ
Ｉ
の
保
護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

粘
り
強
く
要
望
し
て
い
く
。

と
に
か
く
子
ど
も
へ
の
取
組

問

学
び
の
保
障
の
た
め
の
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答

昨
年
９
月
の
分
散
登
校
時
に
ほ

と
ん
ど
の
学
校
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
実
施
し
た
た
め
、
教
員
の
経
験
や

ス
キ
ル
が
一
定
程
度
は
身
に
付
い
て
い

た
こ
と
や
、
端
末
や
通
信
回
線
等
の
環

境
も
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
学

級
閉
鎖
や
学
年
閉
鎖
を
含
む
臨
時
休
業

中
や
個
人
単
位
で
出
席
停
止
等
が
あ
っ

た
際
に
、
多
く
の
学
校
で
必
要
に
応
じ

て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
対
応
を
す
る
な

ど
、
基
本
的
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

行
え
る
体
制
は
整
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

実
施
す
る
際
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

り
か
ん

ル
ス
感
染
症
の
罹
患
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
個
人
情
報

に
配
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

実
施
は
基
本
的
に
学
校
長
の
判
断
と
な

る
。
個
々
の
事
情
を
踏
ま
え
た
学
校
の

判
断
を
尊
重
し
つ
つ
、
必
要
な
時
に
円

滑
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
行
え
る
よ
う
、

必
要
な
支
援
や
情
報
提
供
、
環
境
整
備

等
を
行
っ
て
い
く
。

Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
戦
略
で
の

拠
点
整
備
の
総
仕
上
げ

問

東
岡
崎
駅
の
駅
ビ
ル
の
集
客
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答

東
岡
崎
駅
の
整
備
に
当
た
っ
て

は
、
Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
戦
略
や
東
岡

崎
駅
北
口
駅
前
広
場
整
備
計
画
に
示
し

た
方
向
性
を
具
現
化
し
た
い
と
考
え
て

お
り
、
名
古
屋
鉄
道
に
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
考
え
方
を

共
有
す
る
必
要
が
あ
る
。
名
古
屋
鉄
道

に
は
、
説
明
だ
け
で
な
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
市
民
や

関
係
者
の
声
や
熱
意
に
じ
か
に
接
し
て
、

理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て

い
る
。
来
年
度
以
降
、
名
古
屋
鉄
道
が

駅
ビ
ル
の
調
査
設
計
を
進
め
、
本
市
と

の
協
議
に
よ
り
事
業
計
画
を
策
定
し
て

い
く
こ
と
と
な
る
。
本
市
と
名
古
屋
鉄

道
が
そ
れ
ぞ
れ
で
駅
ビ
ル
の
機
能
を
バ

ラ
バ
ラ
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
駅
ビ

ル
全
体
で
集
客
力
を
高
め
る
た
め
の
研

究
を
進
め
、
こ
れ
ま
で
東
岡
崎
エ
リ
ア

を
訪
れ
た
こ
と
が
な
い
人
に
も
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
駅
ビ
ル
と
な
る
よ
う
、
公
民

連
携
に
よ
り
検
討
を
し
て
い
く
。

拠
点
整
備
の
推
進

問

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
周
辺
の
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
の
考
え
は
。

答

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
周
辺
の

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
と
し

て
、
国
道
４
７
３
号
の
４
車
線
化
は
必

須
で
あ
り
、
県
に
対
し
早
期
整
備
を
強

く
要
望
し
て
い
る
。
更
に
、
名
古
屋
三

河
道
路
の
建
設
を
国
に
対
し
て
直
接
働

き
掛
け
て
い
る
。
こ
の
道
路
は
名
古
屋

港
と
新
東
名
の
岡
崎
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
付
近
を
高
架
形
式
で
直
結
す
る
道

路
で
、
知
多
半
島
道
路
と
も
結
ば
れ
る

た
め
、
中
部
国
際
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス

も
格
段
に
向
上
し
、
愛
知
の
空
と
海
の

ゲ
ー
ト
か
ら
本
市
へ
１
時
間
以
内
で
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能
と
す
る
道
路
で
あ

る
。
こ
の
道
路
が
実
現
す
る
と
、
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
に
よ
る
魅
力
の
向
上

と
本
市
固
有
の
歴
史
・
文
化
な
ど
が
融

合
さ
れ
、
観
光
、
産
業
、
物
流
、
防
災

の
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
本
市
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
は
大
き
く
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
早

期
に
建
設
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

国
・
県
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

代表質問

※ＧＩ（地理的表示）：特定の産地と品質等の面で結び付きのある農林水産物・食品等の産品の名称
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公
明
党

畑
尻
宣
長

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

問

本
市
と
し
て
も
影
響
が
大
き
い

と
考
え
ら
れ
る
、
自
動
車
関
連
の

中
小
事
業
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
流

れ
の
中
で
自
動
車
の
電
動
化
が
加

速
し
て
お
り
、
電
気
自
動
車
へ
の
移
行

に
伴
う
部
品
点
数
の
大
幅
な
削
減
な
ど
、

自
動
車
関
連
企
業
に
と
っ
て
は
新
た
な

事
業
展
開
を
含
め
た
様
々
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
新

興
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
参
入
す
る
な
ど
、

自
動
車
産
業
は
大
変
革
期
を
迎
え
て
い

る
。
時
代
の
流
れ
に
対
応
し
つ
つ
、
社

会
的
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
脱
炭
素
経

営
に
関
心
の
あ
る
中
小
企
業
を
対
象
と

し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
、
省
エ
ネ
診
断
、
国

※

際
的
な
認
証
の
一
つ
で
あ
る
Ｓ
Ｂ
Ｔ
に

対
応
す
る
目
標
設
定
や
脱
炭
素
計
画
策

定
な
ど
の
支
援
を
、
令
和
４
年
度
か
ら

新
た
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
民
病
院

問

市
民
病
院
の
軽
度
急
性
期
患
者

の
受
け
皿
で
あ
っ
た
市
立
愛
知
病

院
を
廃
止
し
た
こ
と
で
、
患
者
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
退
院
支
援

の
充
実
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答

市
立
愛
知
病
院
は
、
市
民
病
院

で
急
性
期
の
医
療
を
受
け
た
後
、

退
院
や
転
院
が
困
難
な
軽
度
急
性
期
患

者
を
受
け
入
れ
る
医
療
機
関
と
し
て
運

営
し
て
い
た
が
、
そ
の
廃
止
に
よ
り
患

者
は
引
き
続
き
市
民
病
院
で
入
院
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
超

急
性
期
患
者
を
受
け
入
れ
る
に
は
、
病

床
確
保
と
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
と
な
る
た

め
、
退
院
支
援
の
充
実
を
図
り
病
床
の

確
保
に
努
め
て
い
る
。
退
院
支
援
は
、

患
者
や
家
族
と
の
面
談
を
繰
り
返
し
行

っ
て
患
者
の
意
思
を
確
認
し
、
で
き
る

だ
け
そ
の
意
思
を
尊
重
し
た
上
で
行
っ

て
お
り
、
病
院
内
の
各
部
署
が
一
体
と

な
っ
て
調
整
を
進
め
る
た
め
、
医
師
や

看
護
師
な
ど
に
よ
る
会
議
を
行
う
と
と

も
に
、
病
院
外
の
医
療
関
係
者
や
行
政

関
係
者
と
も
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
業

（
農
福
連
携
）

問

本
市
に
お
け
る
農
福
連
携
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答

市
附
属
機
関
の
農
業
振
興
ビ
ジ

ョ
ン
推
進
委
員
会
の
専
門
部
会
と

し
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
業
推
進
部
会
を

設
置
し
、
こ
の
部
会
を
通
じ
て
、
お
か

ざ
き
農
遊
館
、
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
岡
崎

の
農
産
物
を
子
ど
も
食
堂
へ
届
け
る
取

り
組
み
を
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
農
業

者
や
福
祉
関
係
団
体
の
希
望
者
が
情
報

共
有
や
意
見
交
換
を
で
き
る
場
と
す
る

こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
農
福
連
携

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
農
福
連
携
の
取
り

組
み
か
ら
生
ま
れ
る
物
や
サ
ー
ビ
ス
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
地
域
活
性
化
や
そ

の
実
践
事
例
の
紹
介
が
あ
り
、
新
た
な

視
点
で
農
福
連
携
を
進
め
る
た
め
の
第

一
歩
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
今
後
は
、

更
に
具
体
的
な
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る

と
と
も
に
、
農
福
連
携
に
お
け
る
課
題

の
整
理
な
ど
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
業
推

進
部
会
を
中
心
に
農
福
連
携
が
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

強
化
と
孤
立
・
孤
独
対
策

問

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
強
化
と

孤
立
・
孤
独
対
策
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
顕
在
化
し
た
新
た
な
課
題
と
考
え
る

が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
は
子
ど
も
、
貧
困
対
策
、
高
齢

者
の
居
場
所
を
全
て
包
含
す
る
地
域
の

居
場
所
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答

今
年
度
か
ら
開
始
し
た
福
祉
総

合
相
談
体
制
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

申
請
主
義
を
超
え
て
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

な
ど
に
よ
る
予
防
的
福
祉
、
分
野
に
と

ら
わ
れ
な
い
総
合
相
談
支
援
、
居
場
所

や
交
流
の
場
、
見
守
り
活
動
な
ど
、
住

民
同
士
が
支
え
合
え
る
地
域
づ
く
り
に

よ
る
包
括
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
構
築

を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
、
ご
ま
ん
ぞ
く
体

操
や
認
知
症
カ
フ
ェ
、
子
ど
も
食
堂
な

ど
の
活
動
を
更
に
推
進
し
て
い
く
と
と

も
に
、
多
世
代
が
交
流
で
き
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
な
ど
新
た
な
取
り
組
み

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
孤
立
・

孤
独
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

代表質問

※ＳＢＴ：パリ協定（世界の気温上昇を産業革命前より２℃を十分に下回る水準に抑え、また１．５℃に抑えることを目指すもの）が求める水準と
整合した、５年から１５年先を目標年として企業が設定する、温室効果ガス排出削減目標 6おかざき議会だより│vol.２１２



主
な
議
案

主
な
議
案

条
例
議
案

■
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
地
方
創
生
基

金
条
例
の
制
定
／
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
る
企
業
か
ら
の
寄
附
金
を

適
正
に
管
理
し
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
寄
附
活
用
事
業
に
要
す
る

経
費
に
充
て
る
資
金
を
積
み
立
て
る

た
め
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
地
方

創
生
基
金
を
設
置
す
る
。

■
市
長
等
の
給
料
の
月
額
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
制
定
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
鑑
み
、
市
長
、

副
市
長
、
教
育
長
、
水
道
事
業
及
び

下
水
道
事
業
管
理
者
及
び
常
勤
の
監

査
委
員
の
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

同
年
９
月
３０
日
ま
で
の
給
料
の
支
給

に
つ
い
て
所
要
の
調
整
を
す
る
。

■
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
一
部
改

正
／
性
別
等
に
関
わ
り
な
く
多
様
な

主
体
が
協
働
し
、
活
躍
で
き
る
社
会

づ
く
り
に
向
け
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の

導
入
を
含
め
た
対
応
を
行
う
と
と
も

に
、
市
営
住
宅
の
入
居
資
格
を
広
げ

る
。

■
手
と
心
で
つ
な
ぐ
手
話
言
語
条
例
の

制
定
／
ろ
う
者
と
ろ
う
者
以
外
の
者

が
共
生
す
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、
手
話
が
言
語

で
あ
る
こ
と
の
理
解
の
促
進
及
び
手

話
を
使
用
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に

関
し
、
基
本
理
念
等
を
定
め
る
。

そ
の
他
議
案

■
特
定
事
業
の
契
約
／
阿
知
和
地
区
工

業
団
地
造
成
事
業
の
契
約
を
行
う
。

令
和
３
年
度
補
正
予
算
議
案

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
８１
億
９
３

２
万
円
の
増
額
、
特
別
会
計
で
は
３
億

６
５
０
４
万
円
の
減
額
、
企
業
会
計
で

は
約
２７
億
１
６
２
５
万
円
の
増
額
と
な

っ
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算

○
総
務
費
／
財
政
調
整
基
金
積
立
金
、

公
共
施
設
保
全
整
備
基
金
積
立
金
の

増
な
ど
約
５０
億
２
１
５
５
万
円
の
増

○
土
木
費
／
東
岡
崎
駅
周
辺
地
区
整
備

基
金
積
立
金
、
公
園
施
設
整
備
基
金

積
立
金
の
増
な
ど
約
２０
億
８
１
３
７

万
円
の
増

○
教
育
費
／
小
学
校
・
中
学
校
施
設
保

全
工
事
請
負
費
、
文
化
施
設
整
備
基

金
積
立
金
の
増
な
ど
約
１３
億
２
７
０

０
万
円
の
増

令
和
４
年
度
当
初
予
算
議
案

令
和
４
年
度
当
初
予
算
は
、「
コ
ロ

ナ
禍
を
乗
り
越
え

一
歩
先
の
暮
ら
し

を
見
据
え
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
予
算
」
と
位
置
付
け
、
市
民
生

活
を
支
え
る
基
本
施
策
は
し
っ
か
り
と

取
り
組
み
な
が
ら
、
将
来
に
わ
た
り
成

長
す
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
や
地

域
活
性
化
、
本
市
の
魅
力
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
に
加
え
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
他
、
Ｄ
Ｘ

や
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
な
ど
、
社
会

環
境
の
変
化
に
も
的
確
に
対
応
し
て
い

く
予
算
を
計
上
し
た
。

一
般
会
計
は
１
２
７
８
億
８
０
０
０

万
円
、
特
別
会
計
は
約
６
８
６
億
９
４

５
２
万
円
、
企
業
会
計
は
約
５
６
８
億

６
９
３
万
円
で
、
総
額
は
約
２
５
３
３

億
８
１
４
５
万
円
と
な
り
、
３
年
度
当

初
予
算
に
対
し
て
３
・
８
％
の
増
と
な

っ
た
。

令
和
４
年
度
補
正
予
算
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算

○
民
生
費
／
す
く
す
く
赤
ち
ゃ
ん
特
別

支
援
金
支
給
事
業
費
の
増
な
ど
約
４

億
２
２
４
０
万
円
の
増

○
衛
生
費
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
自
宅
療
養
者
医
療
体
制
確
保
協

力
金
の
増
な
ど
７
億
４
３
９
６
万
円

の
増

○
教
育
費
／
小
中
学
校
校
舎
等
特
別
整

備
工
事
請
負
費
の
増
な
ど
約
２
億
３

１
４
万
円
の
増

令和４年度当初予算・補正予算
（単位：万円）
補正後
12,952,295
6,869,452
5,680,693
25,502,440

補正額
164,295

0
0

164,295

当初予算額
12,788,000
6,869,452
5,680,693
25,338,145

一般会計
特別会計
企業会計
合計

本
会
議
で
提
出
さ
れ
た
議
案
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
審
議
結
果
は
、

１０
・
１１
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

総
務
企
画
委
員
会

３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１１
号
）

総
務
費

問

住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
の
改
修
内

容
は
。

答

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
対

応
す
る
も
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
所
有
者
の
転
出
・
転
入
手
続

き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
図
る
た
め
の

改
修
で
あ
る
。
転
出
手
続
き
が
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
自
宅
等
で

行
え
る
こ
と
に
加
え
、
今
回
の
改
正
に

よ
り
転
入
地
へ
情
報
が
事
前
に
連
携
さ

れ
る
た
め
、
現
在
は
転
入
地
で
必
要
な

届
け
出
書
の
記
入
が
省
略
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
利
便
性
が
向
上
す
る
。
ま
た
、

情
報
連
携
に
よ
り
、
窓
口
で
の
対
応
時

間
の
短
縮
や
入
力
作
業
が
軽
減
さ
れ
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

福
祉
病
院
委
員
会

４
年
度
一
般
会
計
予
算

衛
生
費

問

地
域
歯
科
診
療
体
制
推
進
事
業

の
具
体
的
な
内
容
は
。

答

歯
科
診
療
に
お
い
て
特
段
の
配

慮
や
人
員
を
要
す
る
障
が
い
者
等

は
身
近
な
歯
科
診
療
所
で
の
診
療
機
会

が
十
分
と
は
い
え
ず
、
障
が
い
者
歯
科

診
療
を
行
う
岡
崎
歯
科
医
師
会
歯
科
総

合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
体
制
を
整

え
る
た
め
の
従
事
者
等
の
確
保
や
関
係

機
関
と
の
連
携
に
よ
る
役
割
分
担
の
設

定
な
ど
、
対
応
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
障
が
い
者
等
に
対
応
で
き

る
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
の
研
修
の

実
施
、
経
験
豊
富
な
専
門
医
の
確
保
等
、

地
域
の
歯
科
診
療
体
制
の
推
進
に
必
要

な
費
用
に
つ
い
て
、
岡
崎
歯
科
医
師
会

に
対
し
補
助
金
を
交
付
す
る
。
本
事
業

は
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
受
診
し
た
い
時
に
安
心
し

て
受
診
で
き
る
、
安
全
か
つ
負
担
の
少

な
い
地
域
完
結
型
の
障
が
い
者
歯
科
診

療
体
制
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

文
教
経
済
委
員
会

４
年
度
一
般
会
計
予
算

総
務
費

問

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
対
象
要
件
及

び
証
明
書
類
の
発
行
内
容
は
。

答

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
は
、

い
ず
れ
か
一
方
が
市
内
に
住
所
を

有
し
て
い
る
こ
と
、
成
年
に
達
し
て
い

る
こ
と
、
配
偶
者
が
い
な
い
こ
と
、
相

手
方
以
外
の
人
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
関
係
に
な
い
こ
と
、
近
親
者
で
な
い

こ
と
の
五
つ
が
対
象
要
件
と
な
り
、
養

子
縁
組
に
よ
る
近
親
者
及
び
外
国
籍
の

人
も
対
象
と
な
る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ

プ
制
度
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
双
方
ま
た

は
い
ず
れ
か
と
継
続
的
な
共
同
生
活
を

行
っ
て
い
る
子
ど
も
が
対
象
で
、
養
子

も
対
象
と
な
る
。
届
け
出
者
に
対
し
て

は
、
名
前
、
生
年
月
日
、
受
理
証
明
番

号
及
び
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
場

合
に
は
子
ど
も
の
名
前
を
記
載
し
た
Ａ

４
サ
イ
ズ
の
受
理
証
明
書
と
、
携
帯
し

や
す
い
名
刺
サ
イ
ズ
の
受
理
証
明
カ
ー

ド
を
発
行
す
る
。

建
設
環
境
委
員
会

こ
ど
も
自
然
遊
び
の
森
条
例
の
一
部
改

正問

条
例
改
正
に
至
っ
た
目
的
と
、

見
直
し
す
る
事
業
内
容
は
。

答

わ
ん
パ
ー
ク
は
額
田
地
区
の
玄

関
口
と
い
え
る
場
所
に
位
置
し
、

身
近
に
大
自
然
を
体
験
で
き
る
中
山
間

地
域
を
象
徴
す
る
魅
力
あ
る
場
所
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
趣
旨
、
機
能
を

継
続
し
な
が
ら
広
く
市
民
や
企
業
の
利

用
に
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
地
域

と
中
山
間
地
域
の
交
流
を
促
進
し
、
中

山
間
地
域
の
活
性
化
及
び
地
域
内
の
経

済
循
環
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
新
た
な

目
的
と
し
て
加
え
、
事
業
内
容
の
見
直

し
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
利
用
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
新
た
に
実
施
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
今
後
は
、
子
育
て
世
代
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
中
山
間
地
域
の

魅
力
を
伝
え
、
地
域
と
連
携
し
て
移
住

の
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
移
住
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
拠
点
と
す
る
。
ま
た
、

地
元
の
提
案
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
も
可
能

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

４
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
議

案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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討
論
討
論

４
年
度
一
般
会
計
予
算

自
民
清
風
会

「
中
山
間
地
域
を
持
続
可
能
な
魅
力
あ

る
地
域
と
す
る
た
め
、
移
住
・
定
住
対

策
、
地
区
別
計
画
の
策
定
、
施
設
の
有

効
利
用
を
推
進
し
て
い
く
。
豊
か
な
自

然
環
境
の
中
で
の
生
活
や
、
ア
ウ
ト
ド

ア
活
動
へ
の
関
心
の
高
ま
り
、
テ
レ
ワ

ー
ク
の
推
進
に
伴
い
、
恵
ま
れ
た
自
然

や
農
地
を
有
す
る
中
山
間
地
域
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
地
域
を
訪

※

れ
る
人
の
増
加
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
と
し
て

の
景
観
整
備
、
耕
作
放
棄
地
の
活
用
な

ど
の
取
り
組
み
、
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
へ
の
取

り
組
み
が
広
が
る
こ
と
に
よ
り
、
中
山

間
地
域
へ
の
関
心
は
、
更
に
高
ま
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
一
層
の
中
山
間
地
域
の

維
持
、
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

民
政
ク
ラ
ブ

「
令
和
４
年
度
に
２
５
０
台
の
防
犯
カ

メ
ラ
が
設
置
さ
れ
、
合
計
で
１
０
５
０

台
の
設
置
と
な
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
に
よ
り
、
刑
法
犯
の
認
知
件
数
も

年
々
減
少
し
、
市
民
の
安
全
安
心
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

犯
罪
抑
止
に
つ
な
が
る
こ
と
が
一
番
の

効
果
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
防
犯
カ
メ

ラ
に
頼
り
過
ぎ
て
市
民
の
防
犯
意
識
が

低
下
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、

本
市
の
働
き
掛
け
に
期
待
す
る
。
ま
た
、

特
殊
詐
欺
対
策
装
置
の
購
入
に
対
す
る

補
助
は
２
５
０
台
分
の
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
特
殊
詐
欺
の
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
の
最
大
の
対
策
は
電
話
に

出
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
対
策
装
置

が
広
く
普
及
す
る
よ
う
に
周
知
さ
れ
た

い
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎

「
本
市
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
は

多
く
の
苦
労
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
評

価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
陽

性
患
者
に
対
す
る
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー

タ
ー
の
配
布
、
買
い
物
支
援
、
そ
し
て
、

な
る
べ
く
温
か
い
も
の
を
届
け
よ
う
と

い
う
食
事
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
血

の
通
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
実
践
さ
れ

て
い
る
。
新
し
い
生
活
様
式
に
向
け
た

ハ
ー
ド
の
整
備
も
着
実
に
予
算
化
さ
れ

て
お
り
、
ウ
ェ
ブ
会
議
や
テ
レ
ワ
ー
ク
、

非
接
触
型
蛇
口
の
設
置
、
ト
イ
レ
の
洋

式
化
等
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
沿
う
予

算
措
置
で
あ
る
と
考
え
る
」
と
意
見
を

述
べ
、
賛
成
し
た
。

公
明
党

「
若
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
名
称
を

子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
に

改
め
る
。
１５
歳
未
満
の
子
ど
も
世
代
も

対
象
に
含
め
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
も

対
応
で
き
る
一
元
的
な
相
談
窓
口
と
し

て
拡
充
す
る
。
メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
を
活

用
し
た
相
談
受
け
付
け
や
訪
問
支
援
、

関
係
機
関
へ
の
同
行
な
ど
の
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
も
行
う
。
相
談
か
ら
支
援
機
関
に

つ
な
ぎ
、
そ
こ
で
の
継
続
し
た
伴
走
型

支
援
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
強
化
さ
れ
た
い
」
と
意
見

を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

無
所
属
・
日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団

「
Ｄ
Ｘ
法
に
よ
る
国
の
情
報
管
理
の
一

元
化
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
推
進
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
民
営
化
は
地
方
自
治
の
本
旨
に
反

す
る
も
の
で
あ
る
。
市
民
の
暮
ら
し
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

か
ら
ま
だ
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
多
額

の
費
用
が
掛
か
る
大
型
公
共
事
業
は
延

期
を
し
て
、
市
民
生
活
を
守
り
、
財
政

が
安
定
し
た
時
点
で
再
開
さ
れ
た
い
」

と
意
見
を
述
べ
、
反
対
し
た
。

無
所
属
・
大
原
昌
幸

「
将
来
の
公
共
施
設
や
道
路
、
橋
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
の
修
繕
・
更
新
費
用
が
４

９
８
億
円
不
足
す
る
と
試
算
さ
れ
る
中

で
、
太
陽
の
城
跡
地
の
活
用
と
し
て
旧

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
事
業
を
新
た
に
見
直

し
た
施
設
の
建
設
の
必
要
性
は
低
い
と

考
え
る
。
ま
ず
は
コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
て

い
る
人
へ
の
支
援
を
優
先
す
る
べ
き
で

あ
る
」
と
意
見
を
述
べ
、
反
対
し
た
。

無
所
属
・
田
口
正
夫

「
太
陽
の
城
跡
地
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
最
終
案
の
公
表
が
あ
り
、
４
年
度
は

見
直
し
前
に
決
定
し
て
い
た
優
先
交
渉

権
者
と
の
事
業
契
約
に
向
け
た
協
議
を

行
う
な
ど
、
契
約
に
至
る
準
備
の
段
階

と
な
る
。
今
後
の
本
市
の
活
性
化
に
大

き
な
役
割
を
果
た
す
施
設
で
あ
る
た
め
、

し
ん
ち
ょ
く

一
刻
も
早
い
事
業
の
進
捗
を
望
む
」
と

意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

※ＣＳＲ：企業の社会的責任

本
会
議
最
終
日
に
各
委
員
会
審
査
の

委
員
長
報
告
を
受
け
て
、
各
会
派
等

が
賛
成
、
反
対
の
意
見
を
述
べ
、
賛

同
を
求
め
ま
し
た
。
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公

明

党

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

民
政
ク
ラ
ブ

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

自
民
清
風
会

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

採
決
結
果

承認

可決

件 名
市長提出議案

令和３年度一般会計補正予算の専決処分
特定事業の契約（阿知和地区工業団地造成事業）
包括外部監査契約
物品の貸付け（CATV施設）
市道路線の廃止
工事請負の契約（緑丘小学校校舎増築工事）
企業版ふるさと納税地方創生基金条例の制定
手数料条例の一部改正
附属機関設置条例の一部改正
市長等の給料の月額の特例に関する条例の制定
職員定数条例の一部改正
職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正
職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及び職員の育児休業等に関する条例の一部改正
市議会の議員の議員報酬等に関する条例等の一部改正
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
職員の公益的法人等への派遣に関する条例の一部改正
男女共同参画推進条例の一部改正
手と心でつなぐ手話言語条例の制定
子ども医療費助成条例の一部改正
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等を定める条例の一部改正
こども自然遊びの森条例の一部改正
ホタル学校条例の一部改正
道路の占用に関する条例及び準用河川流水占用料等徴収条例の一部改正
市費負担教員の給与等の特例に関する条例の制定
令和３年度一般会計補正予算（第１１号）
令和３年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
令和３年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
令和３年度介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和３年度継続契約集合支払特別会計補正予算（第２号）
令和３年度岡崎駅東土地区画整理事業清算金特別会計補正予算（第１号）
令和３年度宮崎財産区特別会計補正予算（第１号）
令和３年度病院事業会計補正予算（第３号）
令和３年度水道事業会計補正予算（第３号）
令和３年度下水道事業会計補正予算（第２号）
令和４年度一般会計予算
令和４年度阿知和地区工業団地造成事業特別会計予算
令和４年度農業集落排水事業特別会計予算
令和４年度国民健康保険事業特別会計予算
令和４年度後期高齢者医療特別会計予算
令和４年度介護保険特別会計予算
令和４年度継続契約集合支払特別会計予算
令和４年度額田北部診療所特別会計予算
令和４年度こども発達医療センター特別会計予算
令和４年度岡崎駅東土地区画整理事業清算金特別会計予算
令和４年度母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算
令和４年度宮崎財産区特別会計予算
令和４年度形埜財産区特別会計予算

承１
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４７

（○賛成、×反対）
会派別賛否

審議結果 ３月定例会
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新型コロナウイルス感染症オミクロン株に対する感染拡大対策が急務となる中で、対策に係る
費用を議会としても支援するため、令和4年度予算の政務活動費について、4月から9月まで半
年間の政務活動費を20％減額し、合計222万円を削減することとしました。

公

明

党

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

×

チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

×

民
政
ク
ラ
ブ

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

×

自
民
清
風
会

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

×

採
決
結
果

可決

同意

可決

不採択

件 名

市長提出議案
令和４年度病院事業会計予算
令和４年度水道事業会計予算
令和４年度下水道事業会計予算
国民健康保険条例の一部改正
令和４年度一般会計補正予算（第１号）
令和３年度一般会計補正予算（第１２号）
令和４年度一般会計補正予算（第２号）
固定資産評価審査委員会の委員の選任
教育委員会教育長の任命

議員提出議案
三塩菜摘議員に対する辞職勧告決議
市議会政務活動費の交付の特例に関する条例の制定
ウクライナ避難民の適切な受入れ態勢の整備を求める意見書の提出

市民に寄り添うコロナ対策の充実を求めること

「健やかで心豊かなまち おかざき」の実現に向けた栄養・食生活に関すること
岡崎市民病院に関すること
「婚姻制度と家庭の価値」を尊重し、性的マイノリティに関する施策については慎重な検討を求めること

４８
４９
５０
５１
５２
５３
５４
同１
同２

議１
議２
議３
請願
請２
陳情
陳８
陳１
陳２

議会広報委員会

議会大会議室

議会大会議室

１ 議会だより第２１１号の発行
２ 意見交換会
意見交換会の役割分担

１月６日

２月９日

常任委員会
総務企画

議会大会議室

福祉病院
議会大会議室

文教経済
議会大会議室

建設環境

議会大会議室

１ ＤＸの推進
２ 公共施設等総合管理計画の
改訂

介護予防

六ツ美北保育園の民間移管

市街化調整区域内地区計画運用
指針の改定

１２月２２日

２月７日

１月２４日

１月２７日

議会運営委員会
議会大会議室

議会大会議室

３月定例会の運営等

３月定例会の追加提出議案等

２月１６日

２月２８日

特別委員会
ＭＩＣＥ検討

議会大会議室

議会大会議室

ゼロカーボンシティ推進

議会大会議室

議会大会議室

委員会の今後の取り組み
１ 本市のスポーツツーリズムの
取り組み

２ 本市のＭＩＣＥにおける観光
での受入れ体制

３ 委員会の今後の取り組み

１ 本市のゼロカーボンシティの
実現に向けた取り組み

２ 委員会の今後の取り組み
１ カーボンニュートラル
２ 委員会の今後の取り組み

１月１１日

２月１０日

１月１１日

２月７日

●委員会調査報告（12月定例会終了後～2月）

（○賛成、×反対）
会派別賛否

意見を付して議長に
報告することとした。

～～令令和和４４年年度度のの政政務務活活動動費費～～
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約13万枚のペーパーレス化を実現!!

　タブレット端末導入については、ICT 機器に
不慣れな議員もいるため積極的に活用してもら
えるか不安もありましたが、全議員が積極的に
使用しており、ペーパーレス化やリモート会議
などで特に効果を出せていると実感しています。
今後、より効果的な使い方についても検討して
いきます。

井町 圭孝 座長

タブレット端末を導入した理由と活用方法は？

効率的な
議会運営を
実現するため

タブレット端末のペーパーレス
会議システムを活用して資料をデ
ータ化することで、議案審議にお
いて膨大な資料から必要なものを
簡単に検索できるようになり、効
率的な議会運営が実現できます。

非常時の
（コロナ禍・災害時等）
円滑な情報伝達のため
新型コロナウイルス感染症や災
害発生時等の非常時において、オ
ンライン会議の開催による打ち合
わせや円滑な情報収集・情報伝達
を行うことができるようになりま
す。

ペーパーレス化の
推進による
業務の効率化を図るため
資料のペーパーレス化を推進すること
により、資料の配布や差し替え等の負担
軽減や資料のデータ管理等の業務の効率
化を図ることができます。また、印刷す
る資料を削減することにより、コストの
削減やエネルギーの節減ができます。

ペーパーレス化をすることで
何枚くらい
紙が削減できるの？

１年で約13万枚の紙を削減！

令和３年度の実績と令和４年度の見込みを比較
すると、会議関係の資料で約７万２千枚、執行部
からの報告関係の資料で約５万８千枚、合計約13
万枚の紙を削減することができます。

令和４年３月定例会からの
本格運用では何を行っているの？

タブレット端末の活用と
ペーパーレス化を推進しています！

本格運用では、タブレット端末の導入に合わせて導入し
たペーパーレス会議システムを活用して、議案審議等で使
用する資料をデータで保管し、議員にこれまで紙で配布し
ていた資料の多くをデータでの配布とするなど、ペーパー
レス化を推進しています。

～～タタブブレレッットト端端末末導導入入ののギギモモンン～～

岡崎市議会のICT化の主な流れ

平成28年11月
議会ICT化検討特別委員会を設置して、議会におけ
るICTの利活用について調査研究

平成29年11月
ICT検討部会を設置して、グループウェアの導入や
ファクスの廃止など業務の効率化等について検討

平成30年11月
グループウェア導入検討部会を設置し、LINEWORKS
を導入することを決定（令和２年１月導入）

令和２年10月
タブレット導入検討部会を設置し、タブレット端末
の導入機種（iPad Pro12.9インチ）等及びペーパー
レス会議システム（SideBooks）の導入を決定（令
和３年10月導入）

令和３年10月
ICT推進部会を設置し、資料のペーパーレス化や
オンライン会議などタブレット端末導入後の議会の
ICT化について検討

令和４年３月
タブレット端末・ペーパーレス化の本格運用を開始

●

●

●

●

●

●

タブレット導入検討部会（令和2年10月～令和3年10月）
◎井町圭孝、磯部亮次、杉山智騎、野島さつき

ICT推進部会（令和3年10月～令和4年10月）
◎井町圭孝、野々山雄一郎、杉山智騎、土谷直樹

部会員紹介
（タブレット導入検討部会、ICT推進部会）
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タブレット端末の活用により年間

６月定例会予定 です。5月20日金６月定例会の
請願・陳情提出締め切りは、

日
5

12

19

26

土
4

11

18

25

金
開会、
市長提案説明、
議案説明
一般質問

3

10

17

24

木

議案質疑、
委員会付託

2

9

16

23

水

一般質問

常任委員会

委員長報告、
質疑、討論、
採決、閉会

6/
1

8

15

22

火

一般質問

常任委員会

31

7

14

21

月

一般質問

議会運営委員会

5/
30

6

13

20

○各会議の開催時刻は午前１０時の予定ですが、各常任委員会の開催時刻は午前９時３０分の予定（常任委員会の開催
順序などは５月２４日に決定）です。
６月定例会の日程について
上記の議会日程は予定であり、今後変更する場合があります。
変更する場合は、岡崎市議会ＨＰでお知らせいたします。
傍聴に関するお願い
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、しばらくの間、本会議及び委員会の傍聴はご遠慮ください。
議会中継は、インターネット等でご視聴いただけます。

岡崎市議会では、令和3年10月からタブレット端末を導入しており、令和3年12月定例会に
おける試行運用を経て、令和4年3月定例会から、タブレット端末を活用した効率的な議会運営
の本格運用を開始しました。
また、導入したタブレット端末は、コロナ禍や災害時等における情報共有や情報伝達に活用す
る他、他自治体への先進地視察や議員個人での活動などに幅広く活用していきます。

議案検討

議案検討
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■■■
■■
■

■
■■

■■■

ロシアがウクライナに軍事侵攻し、ウクライナの主権と領土が脅かされ、ウクライナ国民の生
命や財産が失われています。
このことに対して、多くの議員から、武力行使の即時停止と平和な世界の実現を強く呼び掛け
るという岡崎市の意思を広く全世界へ表明したいとの強い要望があり、市長と連名で、武力によ
る不当侵略を認めない緊急アピールを行いました。

武力による不当侵略を認めない緊急アピール
ロシアは大義名分なき侵略によりウクライナの主権と領土を侵害し、ウクライナ国民の尊い生
命や大切な財産を奪っている。さらに核兵器の使用を背景にした威嚇や、核関連施設への攻撃な
どの非人道的行為を繰り返しており、唯一の被爆国に住む我々としても、到底、看過できるもの
ではない。
ウクライナ国民が何物にも代え難い大切な日常生活を失った今、一人でも多くのウクライナ国
民が幸せに暮らせるよう政府に必要な支援を求めるとともに、我々も可能な支援を模索していく
必要がある。
また、欧州のみならずアジア地域においても、軍事力を背景とした現状変更の試みが散見され
ている。我が国においても本市の親善都市である石垣市の尖閣諸島などで、平和を脅かす行為が
繰り返されており、いつ紛争が起きてもおかしくない不安定な状況にある。
住民の命と財産を奪う武力の行使は、いかなる理由をもってしても正当化されるものではなく、
本市は、武力による他国への不当な侵略を断じて認めない。
全ての国連加盟国は、ＳＤＧｓの１７の目標を一つでも多く実現し、今を生きる全ての住民の安
全・安心な暮らしを確保するとともに、将来の世代が今以上に平和で幸せに暮らしていけるよう
つないでいく責務がある。
「厭離穢土、欣求浄土」の言葉を胸に泰平の世を築き上げた徳川家康公の生誕地「岡崎」から、
全世界に対し、武力行使の即時停止と平和な世界の実現を強く呼びかける。

令和４年３月２２日
岡崎市長 中根 康浩
岡崎市議会議長 加藤 学

政府などへの意見書

議会の意思を表明するため、次の意見書を可決し、直ちに議長が関係機関へ提出して、その趣
旨の実現が図られるよう要請しました。

●ウクライナ避難民の適切な受入れ態勢の整備を求める意見書

ロシアのウクライナへの軍事侵攻に伴い、多くのウクライナ国民が命の危険にさらされており、
民間施設にも容赦なく攻撃が続けられている。このような状況が続く限り、避難民は更に増える
と想定される。政府に対し、今後の適切な避難民の受入れ態勢の整備について迅速に対応するこ
とを強く要望する。

◎提出先 内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、法務大臣、外務大臣、財務大臣、
文部科学大臣、厚生労働大臣、国土交通大臣
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三塩議員の行動
１２月２７日 米国へ出国
１月１０日 帰国【１月１３日まで宿泊施設待機、その後、１月２０日までは自宅待機】
１月１１日 宿泊施設待機のためＭＩＣＥ検討特別委員会を欠席
１月１７日 自宅待機期間中に、地元行事に出席

三塩議員の議員辞職勧告決議までの流れ

１月１１日 三塩議員がＭＩＣＥ検討特別委員会欠席
ＭＩＣＥ検討特別委員長から調査の申し立てがあった。

１月２８日 事案調査会開催
事案調査会会長から、政治倫理委員会での審査が必要と報告がされた。

２月４日、１０日、２２日 政治倫理委員会開催
三塩議員の説明に食い違い等があり、十分な説明資料も提出されなかったことなどから、
３回の委員会開催となった。

２月２２日 政治倫理委員会で辞職勧告を決定（全会一致）
委員長（議長）から三塩議員へ結果を通知し、その旨を公表するとともに、委員長が記者会
見を行った。
その後、三塩議員より辞職の意思が示されなかったため、政治倫理委員会の委員から辞職勧
告決議案が提出された。

２月２８日 ３月定例会初日 辞職勧告決議を可決（賛成多数）

政治倫理委員会で審査・決定した内容

①特別委員会の欠席理由が、岡崎市議会委員会条例第１５条第１項の「やむを得ない事由」に該当す
るか？

▶１月１１日に開催される特別委員会の日程を把握しながら私用で米国に渡航した。特別委員会に出
席するためには１２月２７日までに帰国し、１月１０日までに待機期間を終える必要があった。三塩議
員は１２月２７日に出国しており、最初から特別委員会に出席できる計画ではなかったことが判明。
計画を変更することも十分に可能であったことから「やむを得ない事由」には該当せず、条例違
反があったと認定した。

②帰国後の待機期間中の外出（地元行事への出席・他者との接触）について、岡崎市議会議員政治
倫理条例第４条第１項、信用失墜行為の禁止に違反するか？

▶帰国時に国に誓約した内容に反して自己判断で外出したことは、地域住民を感染リスクにさらす
危険な行動であり、市民に対しルール順守を呼び掛けるべき議員の行動としてふさわしいものと
は言えず信用失墜行為に当たるため、条例違反があったと認定した。

③政治倫理委員会における対応について、岡崎市議会議員政治倫理条例第２条第２項「疑惑を持た
れたときは、自ら誠実に対処し、疑惑を解明するとともに、その責任を明らかにするよう努めな
ければならない。」という定めに違反するか？

▶三塩議員の説明において客観的な証拠資料の提出がほとんどなく、委員会や調査会での説明に食
い違い等があり、委員会の審査に支障を来したことを踏まえ、誠実な対処がされたとは認められ
ず、条例違反があったと認定した。

三塩菜摘議員 辞職勧告決議に至るまでの経緯
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三塩菜摘議員の海外渡航に関わる一連の行動について、政治倫理委員会を開催し、審査しま
した。政治倫理委員会では全会一致で辞職勧告を決定し、３月定例会初日に辞職勧告決議を賛
成多数で可決しました。
なお、辞職勧告決議に至るまでの経緯は、１５ページに掲載しています。

三塩菜摘議員に対する辞職勧告決議
三塩菜摘議員は、令和３年１２月２７日に新型コロナウイルスのオミクロン株が猛威を振るうア
メリカ合衆国へ私用で渡航、令和４年１月１０日に帰国し、その後の宿泊施設待機のため翌日開
催のＭＩＣＥ検討特別委員会を欠席した。
１２月初旬の渡航決定時には帰国後に１４日間の待機が必要なことや１月１１日に委員会が開催さ
れることを認識した上で渡航しており、公務を優先して日程変更等をすることも可能だったこ
とを考慮すると、委員会の欠席は正当な理由によるものとは認められない。
また、調査を行う過程で、三塩菜摘議員は自宅待機期間中に身勝手な自己判断により２件の
地元行事に出席し、地域住民と接触したことが判明したが、これは単に自らが国に提出した「水
際対策強化に係る新たな措置」に基づく誓約書の遵守事項に違反しただけでなく、多くの市民
がコロナ禍で我慢を強いられる社会状況の中、市民に寄り添い、模範となるべき存在の市議会
議員がルールを破り、市民を感染の危険にさらしたものと認められ、市民全体の奉仕者として、
あるまじき行為である。
さらに政治倫理委員会に出席した際も、当初と異なる説明や虚偽の説明に加え、当初から十
分な説明をしないことや、説明内容を証明する十分な資料が提出されないことがあり、調査や
審査に支障を来した。
私用目的で海外渡航した結果、特別委員会を欠席したこと、国に提出した誓約書の遵守事項
に違反し、自宅待機期間中に身勝手な判断で外出し、地域住民を感染の危険にさらしたこと、
委員会における説明では、疑惑解明に向けた誠実な対処がされなかったことは事実であり、報
道では自身の説明を正当化する発言が多く見受けられ、全く反省が見られず、委員会の辞職勧
告を否定する発言を繰り返したことは議員として言語道断の行為である。
市議会議員は、公正かつ厳正な選挙により市民の信託を受け、その議員活動により市民の生
活福祉向上に常に努めるべき職責を有しており、今回の行為は岡崎市議会の信頼と名誉を大い
に失墜させるものである。
よって岡崎市議会は、同議員に対して自らその責任を重く受け止め猛省を求めるとともに、
市議会議員を辞職するよう強く勧告するものである。
以上、決議する。 令和４年２月２８日

岡崎観光伝道師である東海オンエアがシビコ
の北側外壁に描いた壁面アートです。多くの
若者が訪れる人気のスポットになっています。

議会ダイヤル ☎
☎２３‐６３９０
☎２３‐６３９４
☎２３‐６３６４
☎２３‐６３９６
☎２３‐６３９７
☎２３‐６５２４
☎２３‐６３７７

自 民 清 風 会
民 政 ク ラ ブ
チ ャ レ ン ジ 岡 崎
公 明 党

日 本 共 産 党
無 所 属

議 会 事 務 局

○編集と発行 岡崎市議会議会広報委員会 〒４４４‐８６０１ 岡崎市十王町２丁目９番地 ☎２３‐６９７１ FAX２３‐６５３８
○岡崎市議会HP https://www.city.okazaki.lg.jp/shigikai/index.html

無所属
議会の日程、請願・陳情などに関する事項は、議事課
（☎２３‐６９７１・FAX２３‐６５３８）までお問い合わせください。

表紙の写真
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